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ʲ教ҭཧ೦ͱϛογϣϯʳ
ຊֶେֶӃҩྍༀֶڀݚՊҩྍༀֶઐ߈Ͱ͸ɺʮҩༀ඼ͷ඼࣭ɺ̓ શੑɺ༗ޮੑΛे෼ͳՊֶతࠜجʹڌ
͖ͮɺ༧ଌɺධՁɺ൑அͰ͖ΔೳྗΛ༗͠ɺ͜ΕΒͷೳྗΛ૯߹తʹ׆༻͢Δ͜ͱͰɺҩྍਓͱͯ͠࠷ળͷ
৬੹ΛՌͨ͢͜ͱ͕Ͱ͖ɺྟ চݱ৔ʹ͓͍ͯࢦಋతཱ৔ʹཱͯΔҩྍਓΛཆ੒͢Δʯ͜ ͱ͕ڭҭ໨తͰ͋Δɻ

ʲΧϦΩϡϥϜの಺༰ʳ
⚑ʣՊ໨ཤमɿ
ຊڀݚՊͰ͸ɺϨΪϡϥτϦʔαΠΤϯεͷ֓೦ʹ͖ͮجɺҩྍ඼ͷ඼࣭ɺ҆શੑɺ༗ޮੑΛे෼ͳ
ՊֶతࠜڌʹΑΓɺ༧ଌɺධՁɺ൑அͰ͖ɺ͜ΕΒͷೳྗΛ૯߹తʹ׆༻͢ΔೳྗΛᔻཆ͢Δɻຊڀݚ
ՊӃੜͷকདྷͷਐ࿏ͱͯ͠ɺᾇපӃༀۈہ຿ر๬ɺᾈௐࡎༀۈہ຿ر๬ɺᾉපӃༀہ·ͨ͸ௐࡎༀۈہ
຿Λ૝ఆ͍ͯ͠Δ͕ɺ·ͩಛఆ͍ͯ͠ͳ͍ɺᾊܥૅجେֶڭһ΍૑ༀرऀڀݚ๬౳ͷ⚔ͭͷύλʔϯΛ
૝ఆ͍ͯ͠Δɻैͬͯɺࢦڀݚಋڭһ͸ɺೖֶ࣌ʹӃੜͷকདྷͷਐ࿏ʹ͍ͭͯ໘ஊΛ͓͜ͳ͍ɺඞम⚖
Պ໨ʹՃ͑ͯਪ঑ཤमϞσϧΛఏࣔ͠બ୒Պ໨Λܾఆ͢Δɻ
۩ମతʹ͸ɺ⚑೥࣍ʹʮҩྍྙཧֶಛ࿦ʯͱʮༀֶํڀݚ๏ಛ࿦ʯ⚒Պ໨ʢ⚔୯ҐʣΛඞमͱ͠ɺ͜
͜Ͱ͸ɺༀࢣࡎͱͯ͠ͷྟচͷ৔ʹ͓͚Δྙཧ໰୊ΛࣗݾղܾͰ͖ΔྙཧߟࢥΛशಘͤ͞ɺ͞Βʹɺༀ
ֶʹ͓͚Δํڀݚ๏ʹؔ͢Δଟ֯తͳ஌ࣝΛशಘ͢Δ͜ͱͰྟচݱ৔ʹ͓͍ͯൃੜͨ͠໰୊΁ͷରॲೳ
ྗΛᔻཆ͢Δɻ
ͦͯ͠ɺҩༀ඼ͷ඼࣭ɺ҆શੑɺ༗ޮੑʹ͍ͭͯՊֶత͖ࠜͮجʹڌ༧ଌɺධՁɺ൑அͰ͖ΔೳྗΛ
ᔻཆ͢ΔՊ໨ͱͯ͠ɺᶃ඼࣭ɺᶄ҆શੑɺᶅ༗ޮੑͷ⚓܈ʹ෼ྨ͠ɺ֤܈ʹओཁՊ໨⚔Պ໨ɺ߹ܭ⚑⚒Պ
໨Λɺ͞Βʹɺ֤܈ʹ͓͚ΔͦΕΒͷೳྗͷ૯߹త׆༻Λ໨͢ࢦՊ໨ͱͯ͠ʮҩྍༀֶૅجԋशᶗɾ
ᶘɾᶙʯͷ⚓Պ໨Λ഑͍ͯ͠Δɻ۩ମతʹ͸ɺʮᶃ඼࣭ʯՊ໨܈Ͱ͸ɺʮҩྍ෼ػࢠೳԽֶಛ࿦ʯɺ
ʮ౦༸ҩༀֶಛ࿦ʯɺʮྟচ෼ੳԽֶಛ࿦ʯɺʮԠ༻ༀֶࡎಛ࿦ʯΛɺʮᶄ҆શੑʯՊ໨܈Ͱ͸ɺʮ໔
ӸԽֶྍ๏ֶಛ࿦ʯɺʮༀ඼࡞༻ֶಛ࿦ᶗɾᶘʯɺʮҩྍެऺӴੜༀֶಛ࿦ʯΛɺʮᶅ༗ޮੑʯՊ໨܈
Ͱ͸ɺʮྟচༀֶಛ࿦ᶗɾᶘʯɺʮϑΟδΧϧΞηεϝϯτಛ࿦ʯɺʮײછ঱ྍ࣏ༀֶಛ࿦ʯΛɺઐ໳
બ୒Պ໨ͱͯ͠߹ܭ⚑⚒Պ໨ʢ⚒⚔୯ҐʣΛฤ੒͠ɺͦͷத͔Β⚙Պ໨ʢ⚑⚘୯ҐʣҎ্मಘ͠ɺ·ͨɺʮᶃ
඼࣭ʯՊ໨܈ʹ͸ʮҩྍༀֶૅجԋशᶗʯΛɺʮᶄ҆શੑʯՊ໨܈ʹ͸ʮҩྍༀֶૅجԋशᶘʯΛɺ
ʮᶅ༗ޮੑʯՊ໨܈ʹ͸ʮҩྍༀֶૅجԋशᶙʯΛඞमՊ໨ͱͯ͠߹ܭ⚓Պ໨ʢ⚖୯ҐʣΛฤ੒͠ɺ࠷
ऴ೥࣍ͷ⚔೥࣍ʹ͸ɺ҆શͰޮՌతͳༀ෺ྍ๏ΛఏҊͰ͖ΔΑ͏ʮҩྍༀֶ૯߹ԋशʯ⚑Պ໨ʢ⚒୯
ҐʣΛඞमՊ໨ͱͯ͠഑͍ͯ͠Δɻ

⚒ʣಛผڀݚɿ
ಛผڀݚʹ͓͚Δ࿦จ࡞੒ͰഓΘΕΔ࿦ཧతߟࢥೳྗ͸ɺ͜ΕΒͷ૯߹త׆༻ೳྗΛඈ༂తʹ૿෯͞
ͤΔ͜ͱͰༀࢣࡎͱͯ͠࠷ળͷ৬੹ΛՌͨ͢͜ͱ͕Ͱ͖ɺྟচݱ৔ʹ͓͍ͯࢦಋతཱ৔ʹཱͯΔༀࢣࡎ
ͷཆ੒ʹۃΊͯॏཁͰ͋Δɻैͬͯɺത࢜࿦จͷओ୊͸ɺࢦڀݚಋڭһͷࢦಋͷԼɺӃੜ͕কདྷͷਐ࿏
ʹଊΘΕΔ͜ͱͳ͘७ਮͳֶज़తڵຯʹै͍ɺ͞Βʹҩༀ඼ͷ඼࣭ɺ҆શੑɺ༗ޮੑͷಠཱͨ͠⚓܈ͷ
۠෼ʹଊΘΕΔ͜ͱͳ͘ɺࢦڀݚಋڭһ͕औΓ૊ΜͰ͖ͨ͜Ε·ͰͷڀݚςʔϚΛߟࢀʹͯ͠౼ٞΛॏ
Ͷܾఆ͢Δɻଈͪɺಛผڀݚͷ໨త͸ɺࣾձʹݙߩͰ͖ΔΑΓ࣭ͷ͍ߴ࿦จΛ࡞੒͢Δ͜ͱͰ͋Γɺͦ
ͷաఔͷதͰӃੜ͕ߴ౓ͳ࿦ཧతߟࢥೳྗΛ਎ʹ͚ͭΔ͜ͱʹ͋Δɻ

ᶘത࢜՝ఔの֓ཁ
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【九州保健福祉大学大学院  医療薬学研究科  医療薬学専攻   カリキュラムの構成図】

医療倫理学特論

薬学研究方法特論

医療薬学総合演習

品質品質

安全性安全性 有効性有効性

医療分子
機能化学
特論　　

感染症治療
薬学特論　

臨床薬学
特論（Ⅱ）

臨床薬学
特論（Ⅰ）

フィジカル
アセスメント
特論　　　

医療公衆
衛生薬学
特論　　

薬品作用学
特論（Ⅱ）　

薬品作用学
特論（Ⅰ）　

免疫化学　
療法学特論

応用薬剤学
特論　　　

臨床分析
化学特論

特別研究

東洋医薬学
特論　　　
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療
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学
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礎

演
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Ⅱ
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薬
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Ⅱ

医療
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演
習

Ⅲ

医療

薬
学
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礎
演
習

Ⅲ

医療
薬学基礎演習Ⅰ医療
薬学基礎演習Ⅰ
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ຊڀݚՊ՝ఔͷमྃཁ݅ͱͯ͠͸ɺ⚔೥ؒͷֶमؒظΛ΋ͬͯڀݚՊ͕ࢦఆͨ͠ॴఆͷ୯Ґʢ⚓⚐୯ҐҎ
্ʣमಘΛຬͨ͠ɺ͔ͭത࢜࿦จຊ৹͓ࠪΑͼ࠷ऴݧࢼʹ߹֨͢Δ͜ͱͱ͢Δɻ
ֶҐ৹ࠪͷٴੑ֨ݫͼಁ໌ੑΛอͭͨΊʹɺത࢜࿦จ৹ࠪ੥ٻ͸ɺຊڀݚՊ͕ೝఆ͢ΔݖҖ͋Δֶज़ࡶ
ɺ༧උ৹ࢪͱ͠ɺ౰֘࿦จʹ͍ͭͯओࠪͳΒͼʹ෭ࠪʹΑΓ༧උ৹ࠪΛ࣮ޙՄ͕ಘΒΕͨڐࡌܝ࿦จʹࢽ
ɺϓϨθੑنͷ৽ڀݚतձʹΑΔຊ৹ࠪͰ͸ɺڭՊڀݚɺ͠࠵੒ՌൃදձΛެ։Ͱ։ڀݚ࢜തʹޙ֨߹ࠪ
ϯςʔγϣϯೳྗɺ࿦ཧతߟࢥೳྗ౳Λ૯߹తʹ൑அ͢Δ͜ͱʹΑΓɺ༗ޮ౤ථ਺ͷա൒਺ͷࢍ੒Λ΋ͬ
ͯ߹֨ͱ͢Δɻ͞ΒʹɺԽֶྖҬͷӳޠೳྗͷ֬ೝͷͨΊʹ࣮͢ࢪΔ࠷ऴݧࢼͷ߹֨Λٛ຿෇͚Δɻ
ͳ͓ɺത࢜࿦จͷެදʹ͍ͭͯ͸౰֘ത࢜࿦จ͕ຊڀݚՊೝఆͷݖҖ͋Δֶज़͞ࡌܝʹࢽࡶΕΔ͜ͱɺ
͞Βʹͦͷผ࡭Λຊֶਤॻؗʹॴଂ͠ɺӾཡر๬ऀ͸͍ͭͰ΋ݟΔ͜ͱ͕Ͱ͖Δ΋ͷͱ͢Δɻ
ຊڀݚՊ͕ೝఆ͢ΔʮݖҖ͋Δֶज़ࢽࡶʯͱ͸ɺΠϯύΫτϑΝΫλʔʢᶗ̛ʣΛࡍࠃͭ࣋ӳֶޠज़ࡶ
೉Ͱࠔ͕ࡌܝ΁ͷࢽࡶज़ֶޠӳࡍࠃͭ࣋࿦จ౳͸ɺᶗ̛Λڀݚ४ͱ͢Δɻୠ͠ɺ஍Ҭҩྍʹؔ͢ΔجΛࢽ
͋Δ͜ͱ͕૝ఆ͞ΕΔɻͦ͜ͰɺຊڀݚՊڭतձͰ͸ɺത࢜࿦จͷ࣭ͷ֬อͷͨΊʹɺത࢜࿦จΛ͠ࡌܝ
ֶ͍ͨज़͕ࢽࡶᶗ̛Λͨ࣋ͳ͍৔߹ɺͦͷ͕ࢽࡶത࢜࿦จࢽࡶࡌܝͱͯ͠૬Ԡ͍͔͠Ͳ͏͔ผ్ೝఆΛߦ
͏ɻୠ͠ɺֶࡌܝज़ࢽࡶ͸ɺີݫͳࠪಡ੍౓Λ༗͢Δ΋ͷͱ͢Δɻैͬͯɺᶗ̛Λͨ࣋ͳֶ͍ज़ࢽࡶʹത
ͷೝఆΛਃ੥͠ͳ͚Ε͹ͳΒͳ͍ɻࢽࡶࡌܝ࿦จ࢜तձʹതڭՊڀݚʹલߘΔ৔߹͸ɺ౤͢ߘ࿦จΛ౤࢜
͜ΕΒͷത࢜࿦จࢽࡶࡌܝͷೝఆ͸ɺఆظతʹݟ௚͠Λ࣮͢ࢪΔɻ·ͨɺത࢜࿦จʹ͍ͭͯ͸ɺୈ⚑ஶऀ
Ͱ͋Δ͜ͱ͕ٻΊΒΕΔɻ

ʲमྃཁ݅ʳ

˞मྃཁ݅͸ɺ⚔೥Ҏ্ࡏ੶͠ɺඪهΧϦΩϡϥϜදͷ௨ΓɺඞमՊ໨⚑⚒୯ҐΛؚΊɺબ୒ඞमՊ໨⚑⚘
୯ҐҎ্߹ܭ⚓⚐୯ҐҎ্Λमಘ͠ɺࡏ੶தʹത࢜࿦จΛఏग़͠࠷ऴݧࢼʹ߹֨ͨ͠ऀɻ
⚒˞⚐⚒⚐೥౓ͷΧϦΩϡϥϜ͸มߋʹͳΔ৔߹͕͋Γ·͢ɻ
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ʪཤमࢦಋʫ
ຊڀݚՊӃੜͷকདྷͷਐ࿏ͱͯ͠ɺᾇපӃༀۈہ຿ر๬ɺᾈௐࡎༀۈہ຿ر๬ɺᾉපӃༀہ·ͨ͸ௐࡎ
ༀۈہ຿Λ૝ఆ͍ͯ͠Δ͕ɺ·ͩಛఆ͍ͯ͠ͳ͍ɺᾊܥૅجେֶڭһ΍૑ༀرऀڀݚ๬౳ͷ⚔ͭͷύλʔ
ϯΛ૝ఆ͍ͯ͠Δɻैͬͯɺࢦڀݚಋڭһ͸ɺೖֶ࣌ʹӃੜͷকདྷͷਐ࿏ʹ͍ͭͯௐࠪΛ͓͜ͳ͍ɺඞम
⚖Պ໨ʹՃ͑ͯબ୒Պ໨ͷਪ঑ཤमϞσϧΛఏࣔ͢Δɻ
ʢ⚑ʣපӃༀۈہ຿ر๬ऀʹ͍ͭͯ͸ɺߴ౓ҩྍΛαϙʔτ͢ΔͨΊͷༀ෺ߏ଄ੑ׆૬ؔͷ஌ࣝͷඞཁੑɺ
·ͨۙ೥පӃༀہͷଟ͘Ͱ̢̩̙Λ͸͡Ίͱ͢Δ෼ੳثػͷಋೖ͕ਐΜͰ͍Δ͜ͱ͔ΒͦΕΒͷ׆༻Λ૝
ఆͯ͠ɺʮᶃ඼࣭ʯՊ໨͔܈Βʮҩྍ෼ػࢠೳԽֶಛ࿦ʯɺʮྟচ෼ੳԽֶಛ࿦ʯͷ⚒Պ໨ͷબ୒Λਪ঑͠ɺ
͞Βʹ͜ͷ܈ʹ͓͚ΔͦΕΒͷೳྗͷ૯߹త׆༻Λ໨͢ࢦඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅجԋशᶗʯΛमಘ͢
Δɻ·ͨɺʮᶄ҆શੑʯՊ໨͔܈Β͸ɺྟচͰͷༀ෺ྍ๏ͷૅجͱͳΔʮༀ඼࡞༻ֶಛ࿦ᶗɾᶘʯʹՃ͑
ͯɺߴ౓ҩྍʹෆՄܽͳʮ໔ӸԽֶྍ๏ֶಛ࿦ʯͷ⚓Պ໨ͷબ୒Λਪ঑͠ɺ͞ΒʹඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀ
ΒΕΔ͑ߟ৔ͰඞਢͱݱͰ͸ɺҩྍ܈ԋशᶘʯΛमಘ͢Δɻʮᶅ༗ޮੑʯՊ໨ૅجֶ
ʮྟচༀֶಛ࿦ᶗʯʹՃ͑ͯʮྟচༀֶಛ࿦ᶘʯɺༀࢣࡎϕουαΠυۀ຿ʹରԠ͢ΔͨΊͷʮϑΟδΧ
ϧΞηεϝϯτಛ࿦ʯ΍ʮײછ঱ྍ࣏ༀֶಛ࿦ʯͷ⚔Պ໨શͯͷબ୒Λཤम͠ɺ͞ΒʹඞमԋशՊ໨ʮҩ
ྍༀֶૅجԋशᶙʯΛमಘ͢Δɻ
ʢ⚒ʣௐࡎༀۈہ຿ر๬ऀʹ͍ͭͯ͸ɺ஍Ҭҩྍʹ͓͚ΔίϛϡχςΟʔༀۀہ຿͕ෆՄܽͰ͋Δ͜ͱ
͔Βɺʮᶃ඼࣭ʯՊ໨܈Ͱ͸ɺํ׽ༀͷ̤̩̘ʹؔΘΔʮ౦༸ҩༀֶಛ࿦ʯɺʮԠ༻ༀֶࡎಛ࿦ʯͷ⚒Պ໨ͷ
બ୒Λਪ঑͠ɺ͞Βʹɺ͜ͷ܈ʹ͓͚ΔͦΕΒͷೳྗͷ૯߹త׆༻Λ໨͢ࢦඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅج
ԋशᶗʯΛमಘ͢Δɻ·ͨɺʮᶄ҆શੑʯՊ໨܈Ͱ͸ɺྟচͰͷༀ෺ྍ๏ͷૅجͱͳΔʮༀ඼࡞༻ֶಛ࿦
ᶗɾᶘʯʹՃ͑ͯ஍Ҭ༧๷ༀֶͷ؍఺͔ΒʮҩྍެऺӴੜༀֶಛ࿦ʯͷ⚓Պ໨ͷબ୒Λਪ঑͠ɺ͞Βʹඞ
मԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅجԋशᶘʯΛमಘ͢Δɻʮᶅ༗ޮੑʯՊ໨܈Ͱ͸ɺҩྍݱ৔Ͱඞਢͱ͑ߟΒΕΔ
ʮྟচༀֶಛ࿦ᶗʯʹՃ͑ͯʮྟচༀֶಛ࿦ᶘʯɺॅ୐ҩྍʹରԠ͢ΔͨΊͷʮϑΟδΧϧΞηεϝϯτ
ಛ࿦ʯ΍ʮײછ঱ྍ࣏ༀֶಛ࿦ʯͷ⚔Պ໨શͯͷબ୒Λਪ঑͠ɺ͞ΒʹඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅجԋश
ᶙʯΛमಘ͢Δɻ
ʢ⚓ʣපӃༀہ·ͨ͸ௐࡎༀۈہ຿ر๬͍ͯ͠Δ͕ɺ·ͩಛఆ͍ͯ͠ͳ͍ऀʹ͍ͭͯ͸ɺকདྷͲͪΒͷۈ
຿ʹब͍ͯ΋ରԠͰ͖ΔΑ͏ཤमࢦಋΛ͓͜ͳ͍͍ͨɻͦ͜Ͱɺʮᶃ඼࣭ʯՊ໨͔܈Βɺʮҩྍ෼ػࢠೳԽ
ֶಛ࿦ʯɺʮྟচ෼ੳԽֶಛ࿦ʯɺʮԠ༻ༀֶࡎಛ࿦ʯͷ⚓Պ໨ͷબ୒Λਪ঑͠ɺ͞Βʹɺ͜ͷ܈ʹ͓͚Δͦ
ΕΒͷೳྗͷ૯߹త׆༻Λ໨͢ࢦඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅجԋशᶗʯΛमಘ͢Δɻ·ͨɺʮᶄ҆શੑʯ
Պ໨܈Ͱ͸ɺྟচͰͷༀ෺ྍ๏ͷૅجͱͳΔʮༀ඼࡞༻ֶಛ࿦ᶗɾᶘʯʹՃ͑ͯߴ౓ҩྍʹෆՄܽͳʮ໔
ӸԽֶྍ๏ֶಛ࿦ʯͷ⚓Պ໨ͷબ୒Λਪ঑͠ɺ͞ ΒʹඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅجԋशᶘʯΛमಘ͢Δɻʮᶅ
༗ޮੑʯՊ໨܈Ͱ͸ɺҩྍݱ৔Ͱඞਢͱ͑ߟΒΕΔʮྟচༀֶಛ࿦ᶗʯͷΈͱ͠ɺༀࢣࡎϕουαΠυۀ
຿ɾࡏ୐ҩྍʹରԠ͢ΔͨΊͷʮϑΟδΧϧΞηεϝϯτಛ࿦ʯ΍ʮײછ঱ྍ࣏ༀֶಛ࿦ʯͷ⚓Պ໨ͷબ
୒Λਪ঑͠ɺ͞ΒʹඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅجԋशᶙʯΛमಘ͢Δɻ
ʢ⚔ʣܥૅجେֶڭһ΍૑ༀرऀڀݚ๬ऀʹ͍ͭͯ͸ɺ඼࣭͓Αͼ҆શੑ؅ཧ͕ॏཁͰ͋Δ͜ͱ͔Βɺʮᶃ
඼࣭ʯՊ໨͔܈Βɺʮҩྍ෼ػࢠೳԽֶಛ࿦ʯɺʮྟচ෼ੳԽֶಛ࿦ʯɺʮ౦༸ҩༀֶಛ࿦ʯɺʮԠ༻ༀֶࡎಛ
࿦ʯͷ⚔Պ໨શͯͷબ୒Λਪ঑͠ɺ͞Βʹɺ͜ͷ܈ʹ͓͚ΔͦΕΒͷೳྗͷ૯߹త׆༻Λ໨͢ࢦඞमԋश
Պ໨ʮҩྍༀֶૅجԋशᶗʯΛमಘ͢Δɻʮᶄ҆શੑʯՊ໨܈Ͱ͸ɺྟচͰͷༀ෺ྍ๏ͷૅجͱͳΔʮༀ
඼࡞༻ֶಛ࿦ᶗɾᶘʯɺʮ໔ӸԽֶྍ๏ֶಛ࿦ʯʮҩྍެऺӴੜༀֶಛ࿦ʯͷ⚔Պ໨શͯͷબ୒Λਪ঑͠ɺ
͞ΒʹඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅجԋशᶘʯΛमಘ͢Δɻʮᶅ༗ޮੑʯՊ໨܈Ͱ͸ɺༀࢣࡎϕουαΠυ
୐ҩྍʹରԠ͢ΔͨΊͷຊֶಠࣗͷʮϑΟδΧϧΞηεϝϯτಛ࿦ʯͷΈ⚑Պ໨ͷબ୒Λਪ঑͠ɺࡏ຿ɾۀ
͞ΒʹඞमԋशՊ໨ʮҩྍༀֶૅجԋशᶙʯΛमಘ͢Δɻ

ʻࢦڀݚಋʼ
ɹത࢜࿦จͷओ୊͸ɺࢦڀݚಋڭһͷࢦಋͷԼɺӃੜ͕কདྷͷਐ࿏ʹଊΘΕΔ͜ͱͳ͘७ਮͳֶज़తڵຯ
ʹै͍ɺࢦڀݚಋڭһ͕औΓ૊ΜͰ͖ͨ͜Ε·ͰͷڀݚςʔϚΛߟࢀʹͯ͠౼ٞΛॏͶɺ͞Βʹɺҩༀ඼
ͷ඼࣭ɺ҆શੑɺ༗ޮੑͷಠཱͨ͠⚓܈ͷ۠෼ʹଊΘΕΔ͜ͱͳܾ͘ఆ͢ΔɻࢦڀݚಋͰ͸ɺത࢜࿦จ͕
ࣾձʹΑΓେ͖͘ݙߩͰ͖Δ͜ͱΛ໨ඪʹɺՄೳͳݶΓ͍ߴϨϕϧͷֶज़࿦จ࡞੒Λ໨͢ࢦɻ

Պ໨໊ɿʢಛผڀݚʣ୯Ґ਺ɿ⚐
तۀͷ֓ཁɾҰൠ໨ඪʢ̜̞̤ʣ
ɹྟচݱ৔ʹ͓͍ͯࢦಋతཱ৔ʹཱͯΔༀࢣࡎʹ͸ɺҩༀ඼ͷ඼࣭ɺ҆શੑɺ༗ޮੑΛؚΊ༷ͨʑͳۀ຿
্ͷઐ໳ੑͷ͍ߴ໰୊ʹରॲ͢ΔͨΊʹɺ໰୊఺Λநग़͠ݕ౼՝୊Λઃఆ͢Δೳྗɺ՝୊਱ߦͷख๏Λબ
୒࣮͢͠ࢪΔೳྗɺݕ౼݁ՌΛ؍٬తʹධՁ͠૯ׅ͢Δೳྗɺ͞Βʹɺ੒ՌΛެදࣾ͠ձʹؐ͢ݩΔೳྗ
ࡎಋతཱ৔ʹཱͯΔༀࢦ༗ೳͳ͢ࢦՊ͕໨ڀݚ੒͸ɺͦΕΒͷೳྗΛഓ͍ຊ࡞࿦จͷ࢜ΊΒΕΔɻതٻ͕
͍͓ʹݙߩ࿦จ͸ɺͦΕࣗମɺࣾձ΁ͷ࢜੒͢Δത࡞Ͱڀݚཆ੒ʹෆՄܽͳ΋ͷͰ͋Δɻ͞Βʹɺಛผࢣ
ֶͯज़తʹॆ෼ͳ৽ٻ͕ੑنΊΒΕΔɻͦ͜ͰಛผڀݚͰ͸ɺӃੜ͕কདྷͷਐ࿏ʹଊΘΕΔ͜ͱͳ͘ɺ७

ʲཤम指導ٴͼ研究指導のํ๏ʳ
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◎ 4 年 間 の 流 れ ◎

１ 年 次１ 年 次

オリエンテーション

科目履修

・研究テーマおよび修了後の
　進路希望の聴取
・履修指導
・研究指導教員の決定

研究指導（特別研究）
・研究テーマの確定
・研究計画書の作成
・倫理審査会又は
　　動物実験委員会での審査
・研究実験方法等指導
・研究の実施、データ収集

研究テーマ・計画報告
・公開研究成果報告会

研究進捗状況報告書投稿
・医療薬学研究科へ提出

２ 年 次２ 年 次

オリエンテーション

科目履修

・研究指導教員の指導

研究指導（特別研究）

・研究実験方法等指導

・研究の実施、データ収集

研究結果報告
・公開研究成果報告会

研究進捗状況報告書投稿
・医療薬学研究科へ提出

３ 年 次３ 年 次

オリエンテーション

科目履修

・研究指導教員の指導

研究指導（特別研究）

・研究の実施、データ収集
・研究データの整理
・論文を執筆

研究成果報告
・公開研究成果報告会

研究進捗状況報告書投稿
・医療薬学研究科へ提出

４ 年 次４ 年 次

オリエンテーション

科目履修

・研究指導教員の指導

研究指導（特別研究）

・論文を執筆

論文投稿

論文審査・最終試験
・予備審査
・本審査
・最終試験

特別研究　研究指導教員の研究領域

１ ２

３ ４

教授　前　田　和　彦

　これまで脳死からの臓器移植、安楽死、尊厳死、医療
過誤等において、臨床上の医療従事者の倫理観と法的責
任について研究を進めてきた。近年は、従来の研究に加
えて、医療従事者（薬剤師を中心として）の資格法上の
業務範囲と実際の医療現場での業務範囲との適合を現場
のリサーチ等から比較検討し、医療従事者に必要な倫理
観と対応する法制度の再構築を図るべく研究を進めてい
る。薬剤師等の医薬品使用の安全性等は、対応する専門
職の臨床に特化した倫理観とそれを支える法制度の適切
な相関関係の中にあるべきとのことを導き出すのが研究
の主眼である。

教授　佐　藤　圭　創

　これまで、新規酸化ストレスマーカーの研究として、
新規フリーラジカル捕捉剤を用いた電子スピン共鳴有機
溶媒抽出法（特許出願番号2008‒57368）を開発して
きた。さらに、この方法論を用いて、急性肺障害、緑膿
菌肺炎、炎症性腸炎などの各種疾患動物モデルでの酸化
ストレス病態の解析、ヒトインフルエンザ症例での酸化
ストレス状態の解析を行っている。これらの最先端の研
究には、酸化ストレス関連の手技だけでなく、大学院生
として必要な、細胞培養、免疫組織化学染色、ウエスタ
ンブロット、PCRなど分子生物学的手法を学び、さら
には、研究結果をもとに試行錯誤することで問題解決能
力の育成を目指している。

教授　比　佐　博　彰

　これまで神経・体液性腎臓機能調節機構および副腎カ
テコールアミン放出機構の解析を進めてきた。近年は、
虚血再灌流による臓器障害の発現機序と治療薬の探索に
加え、ヒト心臓バイパス手術におけるバイパス血管のセ
ロトニン誘発れん縮を増強するリスクファクターの解明
を進めている。研究方法として、血管収縮反応測定のた
めのマグヌス法、組織免疫染色、ウエスタンブロット、
ノザンブロット、PCRなど分子生物学手法を用いてい
る。

教授　山　﨑　哲　郎

　これまで生理活性化合物の探索を目的として、尿素誘
導体やエンヒドラジンを出発原料とした窒素原子、酸素
原子、イオウ原子等を含む４～７員環の新規複素環化合
物の合成および合成法の開発研究を進めるとともにペプ
チド合成に必要な脱水縮合剤の合成研究を行ってきた。
近年では、遺伝子をターゲットとした新たな機能性核酸
誘導体のモノマー、オリゴマーの合成研究ならびに生理
活性を有する新規ジペプチド誘導体の合成研究を進めて
いる。
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５ ６

７ ８

９ 10

11 12

教授　髙　村　徳　人

　これまで血清中のヒト血清アルブミン（HSA）および
α1‒糖蛋白質（AGP）の薬物結合サイトの結合能と薬
物生体内分布の関連やサイトの微環境変化およびHSAの
抗酸化能についての研究を進めてきた。近年は、HSAお
よびAGPの結合サイトの経時的な結合変化を患者血清か
ら直接測定するための手法を開発し、その結果に基づき
鎮痛薬の効果的な投与方法の臨床応用を可能としてい
る。さらに病態評価のためのフィジカルアセスメントの
手法も取り入れている。これらの経験をもとに、HASや
AGPの解析法および臨床応用についても修得する。研究
手法としては、HPLCや円二色による分析法および蛍光
プローブ法やUV吸収差スペクトル法などを用いている。

教授　山　本　隆　一

　これまで電位依存性Naイオンチャネルやインスリン
受容体の細胞膜発現調節機構、また血管平滑筋や瞳孔平
滑筋緊張を調節する細胞内シグナル伝達経路の研究を進
めてきた。近年は、心臓バイパス手術におけるヒトバイ
パス血管のセロトニン誘発れん縮を増強するリスクファ
クターの解明を進めている。研究方法として、血管収縮
反応測定のためのマグヌス法、組織免疫染色、ウエスタ
ンブロット、ノザンブロット、PCRなど分子生物学手
法を用いている。

教授　松　野　康　二

　これまで“健康と環境との係わり”に関する研究を進
めてきた。主な研究領域は、毒性学、公衆衛生学、環境
科学、産業衛生学であり、薬毒物および有害化学物質の
安全性評価、体内動態解析、遺伝子多型（個人差）によ
る安全性評価および生体影響（作用機序）の解明に取り
組んできた。また、近年は、化学物質の安全性評価のた
めのバイオマーカーの検索および農産物中の生理活性成
分の検索も進めている。研究を通して、薬毒物の安全性
評価のための手技・手法も修得する。研究手法としては、
種々の機器分析技術を用いている。

教授　黒　川　昌　彦

　これまで伝統医薬物やサプリメント等から新規抗ウイ
ルス薬の開発やウイルス感染病態および宿主感染免疫防
御機序の解析に関する研究とともに、遺伝子治療への応
用に向けたウイルスベクターの基礎研究を進展させてき
た。近年は、これらの研究に加えQOLの維持・増進に
貢献できる研究として、ウイルス感染動物を用いて、胎
児期・新生児期環境化学物質暴露やメタボリックシンド
ロームによる感染症増悪化現象の立証とその解析研究を
進めている。研究方法として、種々のウイルス感染動物
や培養細胞を用いて、病態解析を基盤としてウイルス学
的、免疫学的、生化学的、分子生物学的な種々の手法を
用いて、感染病態変化を遺伝子レベルで解析している。

教授　横　山　祥　子

　これまでにプロスタグランジンなど不安定な薬物の分
解反応を速度論的に解析し、生体内界面活性物質を使っ
た安定化を報告した他、新規抗腫瘍活性化合物OSW‒1
の標的指向化を目的とした表面修飾リポソームを用いた
DDS研究を行ってきた。最近では、原子間力顕微法
（AFM）の手法を用いて、生体膜表面でのシグナル伝達
や細胞認識などの生体界面現象を解明するとともに、生
体膜と薬物の相互作用というテーマで薬物の分布状態、
選択的集積性の有無、薬物活性、副作用などを目で見え
る画像として捉えることにも取り組んでいる。

教授　鈴　木　彰　人

　これまで、薬物血中濃度解析および副作用モニタリン
グの手法を用いて、処方設計支援を中心とした医薬品適
正使用に関する研究を行ってきた。近年は、日本を含め
た主要諸国において、チーム医療で行う臨床栄養管理が
重要視されるようになったことから、薬物療法のみなら
ず栄養療法にまで視点を広げ、脳血管障害回復期におけ
る適正な臨床栄養評価の実施に関する研究を手がけてき
た。現在はさらに、侵襲期、特に外科手術時の栄養管理
について、新たな栄養指標として酸化ストレスマーカー
を取り入れることを試み、生化学的手法を用いて栄養療
法における個別化治療に貢献できることを目指してい
る。

　臨床現場において指導的立場に立てる薬剤師には、医薬品の品
質、安全性、有効性を含めた様々な業務上の専門性の高い問題に対
処するために、問題点を抽出し検討課題を設定する能力、課題遂行
の手法を選択し実施する能力、検討結果を客観的に評価し統括する
能力、さらに、成果を公表し社会に還元する能力が求められる。博士
論文の作成は、それらの能力を培い本研究科が目指す有能な指導的
立場に立てる薬剤師養成に不可欠なものである。さらに、特別研究
で作成する博士論文は、それ自体、社会への貢献において学術的な
新規性が求められる。そこで特別研究では、院生が将来の進路に捉
われることなく、純粋な学術的興味に従い、各研究指導担当教員が
取り組んできたこれまでの研究テーマを参考に討議を重ね、研究指
導担当教員を決定する。博士論文の主題は、研究指導担当教員の指
導の下、医薬品の品質、安全性、有効性の独立した3群の区分に捉わ
れることなく決定することとし、高いレベルの学術論文を作成する。

教授　白　﨑　哲　哉

　これまでめまい・平衡障害の発現機構およびGABAや
グルタミン酸受容体の関与やその治療薬の探索を進めて
きた。近年は、医薬品適正使用支援のための二次元コー
ドお薬手帳鑑査システムの開発に加え、保険薬局薬剤師
業務に関する薬学教育やその学習意識構造の解析、一般
生活者に対する啓発教育など臨床薬学・社会薬学に関す
る研究を進めている。研究方法として、ソフトウェア
SPSS・AMOSを用いた共分散構造分析など統計学的解
析手法を用いている。

教授　河　内　明　夫
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　これまで副作用の軽減を目指した薬物投与設計に関す
る研究、副作用を誘発する薬物の体内動態に関する研究
及び薬学的評価に関する統計解析などを進めてきた。
方法としては、ＨＰＬＣ、原子吸光光度計、培養細胞に
よるトランスポート実験、ＭＴＴ試験である。また近年
は、副作用を発見するために必要なバイタルサイン及び
フィジカルアセスメントが学べる教材開発を進めてい
る。方法としては、患者データをプログラムしたシミュ
レータと様々な医療機器を組み合わせることにより病態
変化が確認できるシミュレーション教授法の構築やｅ
ラーニング教材の開発を手がけている。

　これまで主に医薬品を適正に、そして安全に使用する
ために必要な医薬品情報を収集・評価・提供等を行う臨
床薬学研究を行ってきた。その研究のために、様々な医
療情報を利活用して医薬品の使用実態調査を行ってい
る。具体的には、後発医薬品の使用、入院時の持参薬や
外来処方せんの処方実態を明らかにし、その対応を研究
している。さらに、様々な医療情報を利活用するために、
処方せんの書き方とその用法、注射薬の手技などの標準
化に関する研究を行っている。

　細胞表層に存在する糖鎖は細胞間情報伝達機構に深く
関与しており、これら糖鎖の機能を化学的及び物理的見
地からの解明を目指している。これまでに疑似細胞膜上
における糖鎖を原子間力顕微鏡で観察することで、その
物理的挙動を明らかにした。また、糖鎖認識機構を明ら
かにするための分子ツールを化学合成により開発し、レ
クチンとの相互作用解明を目指している。さらに天然由
来糖脂質を化学合成することで、新たな糖鎖機能の解明
や創薬に繋がる研究を行っている。

　これまで緑色蛍光タンパク質（GFP）を用いた蛍光
Ca2+プローブG-CaMPを開発・改良し、イメージング
による神経回路機能の研究を行ってきた。近年は、さま
ざまな蛍光プローブの開発・改良とそれらの病態モデル
実験系への応用を通じて、発症の前兆となり得る微弱な
細胞活動異常の検出、発症に至る過程での細胞活動の変
容の解明を目指した研究を行っている。研究手法として、
分子細胞生物学、生化学、薬理学、分子間相互作用測定、
光学測定、蛍光イメージングなどを用いている。

　私が薬学部に進んだのは、新しい薬を開発して、多く
の人に貢献しようという考えからです。免疫・炎症反応
に興味を持ち、薬学部の学生の時から炎症が関わる病態
の発症機構を解明し、新規治療法を開発するために、マ
ウスや細胞を利用して研究しています。免疫が関わる病
態として自己免疫やアレルギーなどの疾患があります
が、最近、糖尿病などのメタボリック症候群や癌におい
ても免疫が関与することがわかっています。数種類の遺
伝子改変マウスや改変細胞を利用して、標的となる分子
がどのように上記の疾患の病態に関わっているかを解明
し、新規の治療法を開発する研究を行っています。

　これまで生活習慣病モデルラットにおける交感神経調
節機構、また循環器系疾患モデル動物を使用した健康食
品の安全性および副作用についての研究を進めてきた。
近年は、心臓バイパス手術におけるヒトバイパス血管の
セロトニン誘発れん縮を増強するリスクファクターの解
明を進めている。研究方法として、血管収縮反応測定の
ためのマグヌス法、組織免疫染色、ウエスタンブロット、
ノザンブロット、PCRなど分子生物学手法を用いてい
る。

　これまで中枢機能、特に空間認知学習の形成に関わる
因子の解明を行ってきた。近年は、培養神経細胞および
神経幹細胞などを用いて、神経細胞の機能的成熟や分化
調節機構などの研究を進めているほか、インスリンが血
管や血小板の反応性に及ぼす影響についても研究を進め
ている。研究方法としては、学習行動を評価するための
迷路行動実験、免疫化学染色、ウエスタンブロット、
RT‒PCRなどの手法を用い、動物個体から分子まで多角
的なアプローチを行っている。

　医薬品情報は医薬品の開発、製造、使用のあらゆる過
程において存在しており、その量は膨大なものとなる。
薬剤師が医薬品情報による薬物療法支援を行うために
は、その膨大な量の情報の中から情報を必要とする人の
目的に合わせて検索、収集、評価、選択、加工といった
情報処理を行う必要があり、その情報処理を効率良く正
確に行うことが求められている。特別研究では膨大な量
の医薬品情報から必要な情報を効率的に抽出するための
手法（ニューラルネットワーク、統計解析など）を検討し、
実例と照らし合わせながら、薬物療法支援に適したデー
タ抽出法の研究を行う。

教授　徳　永　　　仁 教授　下堂薗　権　洋

教授　大　塚　　　功 教授　大　倉　正　道

教授　木　村　博　昭 准教授　鳥取部　直　子

准教授　蒲　生　修　治 准教授　中　　　良　弘
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　これまで薬物の治療効果を高めるための投与計画に関
する研究を進めてきた。具体的には薬物血中濃度モニタ
リング（Therapeutic Drug Monitoring:TDM）に関する
研究、タンパク結合置換現象を利用した薬物の遊離型濃
度を高めるための研究である。近年は、ヒトおよび病態
モデル動物における薬物の体内動態と薬理効果の関係解
析、フィジカルアセスメントの手法や非侵襲的に病態を
評価できる医療機器を用いて薬物の体内動態の変化を簡
便に評価する方法の開発に取り組んでいる。研究手法と
しては、動物実験、HPLCや蛍光プローブ法などを用い
ている。

　医薬品の中には代謝物に強い毒性がある場合があり、
生体内で反応性の高い代謝物を生成することが原因と考
えられている。このような薬物について、生体内と同一
の代謝物を効率よく生成し、検出する方法を開発してき
た。生体内では、反応性代謝物が生体内分子と反応し（こ
のことが毒性に繋がる）、反応性代謝物の単離は行えな
いため、生体外で薬物代謝物を生成できる電気化学反応
を使ってアプローチしている。今後、反応性代謝物の構
造や生体内分子との反応機構を明らかにし、毒性メカニ
ズムの解明に繋げていく。

　これまで糖尿病などの肥満関連疾患に対する新規予
防・改善法開発のために、脂肪組織・細胞や免疫細胞の
炎症・機能制御に対する食品成分や天然物由来成分の有
用性評価を行ってきた。さらに近年は、食品成分による
免疫細胞の機能制御を標的としたアレルギー疾患の予
防・治療法開発に関する基礎研究を進めている。研究方
法は、実験動物や培養細胞を使い、生化学・分子細胞生
物学・免疫学等の実験手法と用いる。これらの研究を通
して、食品成分等の疾患に対する有用性評価と作用機序
の解明を目指す。

　これまで医薬先導化合物や機能性成分を開拓するため
に、成分報告の乏しい薬用植物や農作物などの天然資源
から新規生理活性物質の探索を行ってきた。さらに近年
は、メタボロミクスを基軸とした薬用植物の品質評価法
を構築する研究に挑戦している。研究方法は、カラムク
ロマトグラフィーやＨＰＬＣを用いた分離精製、ＮＭＲ
やＭＳを用いた構造解析、培養細胞や酵素を用いた生理
活性評価など広範囲に及ぶ。これらの研究を通して、天
然資源含有成分の医薬品や化粧品への活用および高精度
なスクリーニングツールの開発を目指す。

准教授　緒　方　賢　次 准教授　田　原　佳代子

准教授　吉　田　裕　樹 准教授　甲　斐　久　博
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受験票宛先：
⑴受験票が確実に届くように、郵便番号、住所、
　氏名を正確に記入して下さい。
⑵所定の郵便料金の切手を貼ってください。

入試区分：受験する入試区分のコード番号
　　　　 を下表により記入してください。

入試区分 コード

Ⅰ　　　　　期 ３１

Ⅱ　　　　　期 ３２

入学検定料金額
⑴受験する入試区分の入学検定料をよく確認してください。
⑵上記の金額を「受付票D」「振込依頼票E」「振込金受取書F」
　の所定欄に記入してください。
⑶記入金額を誤った場合は、銀行備え付けの振込用紙に書き替
　え、願書①②の取扱銀行収納印を押してもらってください。
※ご不明な点がございましたら、入試広報室まで必ずお問い合わせください。

銀行収納印があるか必ず確認してください。

志望研究科・課程：志望する研究科・課程のコード番号を
　　　　 　 　　下表により記入してください。

研究科・課程 コード

医療薬学研究科  博士課程 ３１

志 願 票 記 入 例



九州保健福祉大学案内図

●九州保健福祉大学　－　ＪＲ延岡駅　　約２０分（７．１㎞）

至
大
分

延
岡
大
橋

五
ヶ
瀬
橋

須
崎
橋

安
賀
多
橋

大
瀬
橋

大
瀬
大
橋

岩熊大橋

Ｊ
Ｒ
日
豊
本
線

国
道
１０ 
号
線

至
宮
崎

延岡高等学校延岡高等学校延岡高等学校
文

今山

城山

市民体育館市民体育館市民体育館

愛宕山

板
田
橋

亀
井
橋

五
ヶ
瀬
大
橋

松
山
橋 五ヶ瀬川

大瀬川

延岡市役所延岡市役所延岡市役所

西階総合
運動公園

延岡植物園延岡植物園延岡植物園

九州保健福祉大学九州保健福祉大学九州保健福祉大学
天下橋

●延岡ＩＣ

至高千穂
　・熊本

延岡北方道路
国道２１８号線

至
延
岡
南
道
路

至
大
分

東
九
州
自
動
車
道
延
岡
道
路

クレアパーククレアパーク
延岡延岡
クレアパーク
延岡

ＪＲ
延
岡
駅

ＪＲ
南
延
岡
駅



九州保健福祉大学

http:⁄ ⁄ w w w.phoenix.ac.jp


	表紙
	第二
	第三
	うら表紙

